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植物探索収集プロフィール



島根県および広島県における在来作物の調査と収集

はさ掛けされるダイズ。表面は告でうっ

すらと毅われている 。

（島根県美濃郡及都町）

筵の上に広げて乾燥中のクロダイズ。

（島根県鹿足群日原町）

茨城• 福島・新潟・栃木・熊本• 福岡• 佐賀県におけるダイズ近縁野生種ツルマメおよび

アズキ近縁野生種ヤブツルアズキの収集と調査

”
 ．

 

福島県梁川町（収集地点15)

写貞右側の放棄水田跡にヤブツルアズ

キと雑草型アズキが生育していた。

福島県棚倉町（収集地点11)のツル

福島県西会津町（収犯地点18)水田横

の斜血にヤブツルアズキとツルマメが

同所的に分布していた。



北海道および青森県におけるヤマッツジの収集

北海道道民の森（穂別町） 。町内のヤ

マッツジが集められ保仔されていた。

収集したヤマッツジの枝梢。

古森県十和田市。 このように間花以外

はほとんど人目につかない。

収集したヤマッツジを挿し木後，鉢上

げしだところ 。

北海道地域における Elymus及び Leymus属の国内遺伝資源の探索
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シバムギ， Elymusrepens 

(AG96-12, 門別町「『［賀）

穂軸が短 く小穂が大きしヽタイプの Jヽ マ

ニンニク， Leymusmolhs 

(AG96-16, 苫小牧市錦岡の群、治）



九州地域における雑穀類遺伝資源の探索収集

阿蘇外輪山山麓ではたばこ栽培跡にソ

バを栽焙してし＼る。 （熊本県蘇陽町）

ホラ カ アカ バチコ

宮崎駁櫂豆H在来のアワ

穂の形でアワの品種を分けている。

（宮崎県椎菜村）

南西諸島における豆類の探索収集

ダイズ近縁野生種。

（沖縄本島［可別村り那）

山の傾斜地でアワやキビを栽培してい

る。 （熊本県泉村樅木）

山の傾斜地で‘ノバを栽培している。

（熊本県泉村樅木）

ササゲ近縁野生種。

（沖縄本島糸満市国古）



パキスタン国における麦類遺伝資源の共同調査と収集

一

灌漑中の小友畑。 (Khapluの北方）

パキスタン北東部の高標高地における

小麦とクラブ小友の混植。

(Khaplu付近）

農家から↑青報を 11¥・jぎながら採柏。

(Chitralの北方 ）

秤長の長しヽ小麦在米秤, (Gupis付近）

山あいの友畑o (Mastuji付近）

）ゞ ,'.~の脱穀作業―, (Skarclu付近）



東欧における寒地型牧草遺伝資源の探索・収集

翡タトラ山地（ザコバネ）での収集

（ポーランド）

耕作放棄地での収集。 （チェコ）

ケニアにおける‘ノルガム属草種の遺伝資源の探索収集

罠家栽陪のソルガムは多梯性に富み、

逍伝貨源の ~韮庫である 。

市場では， ｝閃家採種の‘ノルガム， ー豆類

的‘：が多数北られてしヽた

此家の天日乾媒中のソルガム穂の変閃

とその中から見，I廿した穎に包まれた鳥

古抵抗‘［牛の穂（右端） 。

大吼のギニアグラスの収集。



ベトナム国北部におけるイネ遺伝資源の共同調査と収集

山の斜暉の畑。

(Nhu Xuan) 

収穫中の農家への聞き取り調杏。

(Nhu Xuan) 

収集した穂を柏み上げて

保存。 (Con Cuong) 

収穂した稲穂をまとめて山から連ぶ。

(Con Cuong) 

村落での間き取り調査。 (Ky Son) 

ベトナム国における野菜遺伝資源の共同調査と収集

変閃の 欅富なトウガラシ (Capsicumannuum, C. frutescens) .) 

（ライチアウ省フォントゥー市の市場）
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ニガウリ）屈 (Momord1ca

c o c h in ch in e n s 1 s) の

果実。亦い呆肉を米と混

ぜで炊く 。
（ライチアウ省）



マーケットにおける梯々なナス (Solanum

melongena) 。 白いナスが果長 3~4 cm。

（ライチアウ省ディエンベンの市場）

ベトナム国におけるカンキツ遺伝資源の共同探索収集

農家菜園におけるナス。 もっとも普通に見か

けるタイプ。

（ライチアウ省フォントゥー付近）

Yen Bai省で収隻したカンキ

ツ近緑属のアタランティア。

Vinh Long省で収集した無

核で高晶質のブンタン，

Ha Tinh省で収集した低酸

で小核のマンダリン。

"Buoi nam roi "。 "Cam d uong" 0 

北部ベトナムの探索で収集した果実。

’ ベトナムにおけるカンキツの主要な繁確法

である取り木。



タイにおけるササゲ属アズキ亜属野生種とそれらに蓋生する根粒菌の収集

Chiang Mai県（収集地点30)。V.hjrtellaと思わ

れる個体。英が長い（約10cm) のが特徴的。

Tak県（収集地点 9)。ツ ルアズキ野生種

(V. um bell a ta) の分布地

Chiang Rai県（収集地点48)。今回の探

索で， タイでの分布が初めて確認された

ケツルアズキの祖先刑野生種

(V. mango var. sylvestris)。

Chiang Mai県（収集地点30)。

1989年の探索で I~iJ 定できずspecies

Dとしたものとよく似ている。

上の写貞の V.hirtellaと[uJ所的に

分布していた()



まえがき

1993年12月，「生物の多様性に関する条約 （生物多様性条約）」が発効して以来，開発

途上国を中心に遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分が求められてい

る。フィリピンおよび南米諸国など，遺伝資源の海外への持ち出しや利用に制限を設け

る国や地域が生まれてきた。このような状況のなかで，海外において遺伝資源の探索収

集を行うためには，当該国との合意文書の締結など新たな対応が迫られている。

これまで，農林水産ジーンバンク事業では40か国以上の国々で遺伝資源の現地調杏を

経験してきた。従来から当該国との連絡には十分な時間を割き，対象地域への立ち入り

許可を得た上で，当該国の研究者と共同して調査を行ってきた。 また，収集した遺伝資

源については双方で保存し，遺伝資源とその特性データは公開することを原則としてき

た。このような私たちの活動は国際的にも評価され，調査終了後も当該国研究者の招聘

などによって研究交流は発展している。平成 8年度には，パキスタンにおける麦類，ポー

ランド，チェコおよびスロバキアにおける牧草類，ヴェトナムにおけるイネ在来種，ケ

ニアにおける‘ノルガムなどの牧草類の探索収集が行われた。当初，麦についてはイラン

を，ソルガムについてはエチオピアを対象国に折衝を重ねてきたが，実施には至らなかっ

た。また，我が国から IPGRIへの特別拠出金による探索も行われ，ヴェトナムにおいて

柑橘類と野菜類の遺伝資源を収集した。さらに，国内の希少な遺伝資源の探索収集にも

積極的に取り組んでおり，平成 8年度にはゴマ，ソバ，キクイモなどの雑穀類，アズキ

やリョクトウの近縁野生種，ヤマッツジなどを収集した。本報告書には，平成 8年度に

実施した調査活動のすべてを掲載した。

また，平成 8年度から「開発途上国生物遺伝資源共同調壺事業」による多様性評価研

究がスタートした。この事業は，遺伝資源の生息地を研究の場とし，生物種の遺伝的多

様性を継続的にモニターすることによって，生息域内保存に必要な科学的データを集め

ることを目的とする。チリにおけるトマト近縁野生種およびフィリピンにおけるサツマ

イモ在来遺伝資源を対象に研究を行った。サツマイモについては，平成 9年度から対象

国をフィリピンからインドネシアに変更して実施すべく準備を進めている。

本報告書を一読いただき，忌憚のない意見や批判をお願いする。それにより，私たち

の活動を改善し，さらに発展させることができる。最後に，私たちの活動に指導や支援

を与えていただいた国内外の各位に心から感謝する。 とりわけ，貴重な遺伝資源を分け

てくださった農家の皆様には深謝したい。

平成 9年 9月

農業生物資源研究所

遺伝資源第一部長

加藤邦彦
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I . 国内探索収集

Exploration in Japan 



n. 海外探索収集

Exploration in Foreign Countries 

（農林水産ジーンバンク事業予算による探索）



（日本国外務省特別拠出金による探索）

わが国の外務省から国際植物遺伝資源研究所 (InternationalPlant Genetic Re-

sources -Institute, IPGRI) に対する特別拠出金により， 1996年に実施されたベト

ナム国農業農村振興省農業科学技術食品局との共同探索について報告する。



科学技術庁振興調整費「アジア微生物ネットワーク」

予算による探索



DI. 国内・国外遺伝資源の導入受入点数



N. 国外遺伝資源探索収集チームの派遣実績



V. 国内遺伝資源探索収集チームの派遣実績
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